
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 無料職業紹介事業  

厚生労働大臣認可の「看護師等無料職業紹介所」を開設し、コンピュータシステム『ｅナースセンター』による求人・

求職情報の登録、就職斡旋業務を行う。また、就業相談員が来所・電話による就業相談・進路相談等の相談業務も

行う。 

■〒310-0035 水戸市緑町 3-5-35  TEL 029-221-7021（9：00～17：00 月～金（祝祭日を除く）） 

２ 再就業支援研修事業 

１）再就業支援研修（県央地域） 

未就業の方または就業して１年未満で、看護知識・技術等に不安のある方を対象に、安心して職場復帰できる 

よう講義研修（4日間）・シミュレーション研修（1日）・実務研修（5日間程度）・試用研修（1か月以内）・ 

フォローアップ研修（1日）を実施。 

２）セカンドキャリア支援セミナー 

概ね 45歳以上の方を対象に、定年退職後も今まで培ってきた経験と技術を活かし、セカンドライフに合った 

仕事ができるよう支援する。（年 1回開催） 

３）輸液・採血技術練習（H30年 10月～） 

手技に不安がある方を対象に、事前予約のうえ無料で実施。 

７ 看護職員就業相談員派遣面接相談事業 
ナースセンター就業相談員をハローワーク等に派遣し、潜在看護職員や求人施設、一般県民に対してきめ細かい就業相談や 

進路相談に応じる。 

３ 地域就業支援事業 
１）就業相談を県内 4か所で実施（県北・県南・鹿行・県西地域） 

ナースセンター県北 開設日 水・木     日立メディカルセンター看護専門学校内 TEL 070-1542-0967 

ナースセンター県南 開設日 月・火・水   土浦訪問看護ステーション内        TEL 070-1543-9833 

ナースセンター鹿行 開設日 火・木     鹿嶋訪問看護ステーション内        TEL 070-1543-9672 

ナースセンター県西 開設日 月・水     茨城県結城看護専門学校内         TEL 070-1544-1383 

２）再就業支援研修（県南・県西地域） 

５ ヘルシーワークプレイス推進事業 
１）看護職員定着促進コーディネータによる相談及び施設派遣事業 

   勤務環境改善に関する相談窓口を設置。また、看護職員の定着確保が困難な医療機関を対象に、コーディネーを 

派遣し、取り組みについて指導・助言することにより働き続けられる職場環境づくりを支援する。 

２）管理者等研修 

病院等の管理者や看護管理者等を対象に、看護補助者の活用やメンタルヘルス、タスクシフトタスクシェア、人事

労務管理などの研修を実施。 

４ 「看護の心」普及啓発事業 
１）高校生の一日看護体験 

県内高校生を対象に、将来、看護職または病院で働くスタッフを目指してもらえるよう、夏休み期間に県内の 

医療機関において一日看護体験を行う。 

２）高等学校進路指導担当者会議 

   県内高等学校進路指導担当者を対象に、年１回実施。 

３）看護の出前授業 

   県内申込のあった小、中、高等学校に看護職の講師を派遣し出前授業を行う。 

４）いばらき看護職合同進学就職説明会 

   県内医療機関、看護学校等に参加を募り、職場紹介・学校紹介・進学相談・就職相談などを行う。 

５）いばらき看護の祭典 

一般県民を対象に、気軽に看護にふれていただけることを目的に、「いばらき看護の祭典」を実施 

事業内容 

新ＮＣＣＳのリリース 

平成 27年 4月～ 

■いきいき茨城ゆめ国体救護（R1） 

○2019 年に国体・障害者スポーツ大会の開催にあたり、救護所の設置・運営に伴う看護師等確保の協力依頼がありｅナースセ

ンターに登録がある求職者を紹介。 

■シミュレーション教育を活用した就業支援（R1～） 

○復職に向け、シミュレーション教育を活用した就業支援を再就業支援研修で実施。 

■潜在看護職員再就業推進支援事業（R1年度～） 

○再就業支援研修後、1か月の試用研修を実施する。 

■看護補助者の質の向上研修（R2～） 

○看護補助者の研修実施が困難な施設を対象に、看護補助者の役割や、業務内容等の研修を行うことで、看護補助者業務の 

質の向上を図り、看護サービス全体の質の向上に繋げる。 

■新型コロナウイルス関連の看護職の就業紹介（R2～R4） 

○新型コロナウイルス感染拡大に伴い、医療機関や市町村等へｅナースセンターに登録がある求職者を紹介。 

■東京オリンピック・パラリンピック（R3） 

○救護所の設置・運営に伴う看護師等確保の協力依頼がありｅナースセンターに登録がある求職者を紹介。 

■新型コロナウイルスワクチン接種シミュレーション研修（R3） 

○ワクチン接種に従事する方を対象に上腕筋肉注射シミュレーション機材を使用し研修会を実施。 

〇臨床検査技師・救急救命士を対象にワクチン接種実技研修を実施（別途委託事業）。 

■新型コロナウイルス感染症に係るワクチン接種人材確保業務事業（R3） 

○ワクチン接種業務に従事する方を対象に上腕筋肉注射の実技研修会を実施 

○ワクチン接種業務に従事した看護職を対象に、就業支援のための準備金３万円を日看協が給付するため、申請の受付業務を

各都道府県で代行（別途委託事業）。 

■新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症対応看護職員等の人材確保事業 「看護職員離職防止相談事業」「潜在看護職研修事業」（R3～R4） 

○新型コロナウイルス感染症に関する業務に就業する看護職からの離職に関する相談窓口を設置。 

〇新型コロナウイルス感染症に関する業務を希望、従事する看護職を対象にスキルアップ研修会を実施（別途委託事業）。 

■新型コロナウイルス感染症対応看護職員等人材調整事業「広域人材調整事業」「県内人材調整事業」（R4） 

○県内、県外で人材調整対応が困難な場合でも緊急的に対応できるよう協力者リストを作成（別途委託事業）。 

■看護補助者キャンペーンウィーク事業（R５） 

○看護補助者の認知度向上を目的に求職者に対する看護補助者のイベントを実施。 

■地域に必要な看護職確保推進事業（R５） 

○領域・地域別偏在がある地域を対象に事業スキームに基づき看護職確保の取り組み事業を行う。 

■看護補者の確保・定着推進事業（R6） 

○看護補助者が職業選択の場面や就労継続していくにあたって、働きやすい業務実施体制や就労環境の整備に取り組む。 

  看護補助者の就業に向けた研修（e-ラーニング）、ハローワークとの連携で「看護補助者の体験講習会」開催 

その他事業（R1～） 

６ 看護師等届出制度普及事業 （とどけるん） 
2015年 10月より離職時等に看護師等免許保持者がナースセンターへ自身の情報を届け出ることが努力義務化。離職した 

看護職の状況をナースセンターが把握することで、復職を希望する方の支援や自身に合う病院の紹介、生活に合わせた働き方の

提案が可能となり、切れ目のないキャリアを積むことができるようになった。 

茨城県ナースセンターとは 「看護師等の人材確保の促進に関する法律（以下「人確法」）」に基づき茨城県知事の指定を受け「看護師等の就業の促進その他の看護師等確保を図るための活動」を 

行っており、1992年から全都道府県で、看護協会が受託し、看護師等の無料職業紹介事業や再就業支援研修事業等を行っている。 

 


